
 

６月 1２日（水） 

ほし１組 まもなく あおむしは・・・ 
～はらぺこあおむしプロジェクト Part３～ 

 大きくなったあおむしはサナギになりました。「どうしてこうなったの？」とアゲハの生態に不

思議さを感じている子どもたちです。サークルタイムを通してサナギに対して思っていることを話

し合いました。『そんなことを考えているのね‼』と子どもたちの気持ちには驚きや面白さを感じ

ています。保育者も子ども理解を深めながら一緒に学んでいきたいです♪ 

今回は『思わずクスっと笑った微笑ましい発言』を紹介します♡ 

「なんかいもむし 

カリカリになってしまった      」 

 

まもなく あおむしは 

サナギになって 

何日も眠りました 

やわらかかったあおむしが硬くなってしまった

姿を、子どもたちはどう言葉に表現しようか考

えていました。「カリカリ」や「まきまき」等

子どもながらの表現がかわいいですね♡ 

 

「いもむしがサナギの中で 

かくれんぼしとるね」 

 

「先生、ちょうちょが生まれたら 

虫かご壊れるかもしれん！」 

はらぺこあおむしの絵本に出てくるちょうちょは 

見開きページいっぱいに描かれていますよね。 

きっと同じくらいの大きさのちょうちょが 

出てくると思ったのでしょう♡ 

虫かごが壊れるくらいのちょうちょを 

想像出来るなんて素敵！ 

「まきまきしとるね」 

「今ここでサナギが開いたら

ちょうちょ逃げるよ      」 
観察中、サナギが開いてちょうちょが 

逃げてしまったらどうしよう…と 

想像してドキドキしたのですね♡ 
 

「サナギの中で遊んどるかも」 

「サナギの中で寝とるんじゃない？」 

見えないサナギの中身を想像する子どもたち。 

サナギの中であおむしは快適な生活をしていると思って

いるのですね♡本当はどうなんだろう… 

保育者も気になったので子どもたちには内緒で 

こっそり調べてみました↓ 

サナギの中身は…実はどろどろの液体になっています‼あ

おむし時代の体を一部だけ残し、細胞を溶かして、その液体

の栄養で目や足、はねを作っているそうです～！すごい‼ 

こんなイメージだったのかなぁ 


